
 
 
【丹波篠山市内】 
 

【兵庫県男女共同参画センター】 
種 類 相談方法 電話番号等 実施日時 

女性のためのなやみ相談 

（女性カウンセラー） 

電話（直通） 078-360-8551 月～土曜日       
9:30～12:00 

13:00～16:30 

面接(要予約) 078-360-8554 
月～金曜日 
土曜日 

11:00～18:40 
9:20～16:50 

 法律相談(女性弁護士) 面接のみ※なやみ相談(面接)後に予約 毎月 第２水曜日(原則) 
男性のための相談 
(男性臨床心理士) 電話 078-360-8553 

毎月第１・３火曜日 
17:00～19:00 

女性のためのチャレンジ相談
(女性社会保険労務士等) 

電話・面接 
（要予約） 

078-360-8554 
毎月第１～４木曜日 
10:00～13:00 

情報相談(情報アドバイザー) 電話（直通） 078-360-8557 月～土曜日 9:00～17:00 

不妊・不育専門相談 

（助産師等） 

電話（直通） 078-360-1388 
毎月第 1･３土曜日 
10:00～16:00 

面接（要予約） 078-362-3250 毎月第 2 土曜日 14:00～17:00 

思いがけない妊娠（ＳＯＳ） 

（助産師） 

電話（直通） 078-351-3400 月曜日と金曜日 10:00～16:00 

メール相談 
http://ninshinsos-sodan.com 

随時受け付け 
返信は原則として 1 週間以内 

 
【その他（DV 等）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性

別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男

女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画社会基本法（平成 11 年

6 月 23 日公布・施行）の目的及び基本理念に関する国民の理解を深

めるため、「男女共同参画週間」が設けられました。 

 基本法では、男女共同参画社会を実現するための 5 本の柱（基本理

念）を掲げています。 

★ 男女の人権の尊重 

  個人の尊厳を重んじ、男女の差別をなくし、それぞれが一人の人間と

して能力を発揮できる機会を確保する必要があります。 

★ 社会における制度又は慣行についての配慮 

  固定的な役割分担意識にとらわれず、男女が様々な活動ができるよう

に社会の制度や慣行のあり方を考える必要があります。 

★ 政策等の立案及び決定への共同参画 

  社会の対等なパートナーとして、あらゆる分野において方針の決定に参画できる機会を

確保する必要があります。 

★ 家庭生活における活動と他の活動の両立 

  対等な家族の構成員として互いに協力し、社会の支援も受け、家族としての役割を果た

しながら、仕事や学習、地域活動ができるようにする必要があります。 

★ 国際的協調 

  男女共同参画づくりのために、国際社会と共に歩むことも大切です。 

令和 3年度 「男女共同参画週間」 キャッチフレーズの決定 

内閣府では「『男だから』『女だから』といった性別役割意識にとらわ

れず、個性と多様性を尊重し、自身の可能性を信じて誰もが生きがいを

感じられる社会を実現していくきっかけとなるキャッチフレーズ」をユ

ース世代を対象に募集し、応募総数 2,522 点の中から、審査の結果、以

下の作品を選びました。〔募集期間：令和 4 年 1 月 11 日～2 月 25 日〕 

【最優秀作品】 

「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ （武内瑠那さん 北海道 17 歳） 

【優 秀 作 品】 

じぶんを生きよう 自分の人生、自分らしく。 （小林怜生さん 福島県 20 歳） 

あなたの色と、私の色。混ざり合ったら新しい色。 （江越みづほさん 神奈川県 18 歳） 

（内閣府男女共同参画局ホームページより引用） 

相談の内容 相談窓口 電話 時間 その他 

人権相談 

女性のための悩み相談 

人権推進課 

（第２庁舎 １階） 

552- 

6926 

9：00～ 

17：00 

月～金曜日 

（祝日・年末年始を除く） 

ふくし総合相談窓口 

ふくし総合相談窓

口（長寿福祉課） 

第 2 庁舎 1階 

552- 

5346 

8：30 

～  
17：15 

月～金（祝日･年末年始を除く）
どこに相談すればいいのかわ
からない。心配事がたくさんあ
って困っている。このような時
はとりあえずここに相談を。 

障がい者相談支援センタ

ー 

社会福祉課 

（第 2 庁舎 1 階） 

555- 

6070 

8：30 

～  
17：15 

月～金曜日 
（祝日・年末年始を除く） 

相談先 電話番号 実施日時等 

兵庫県立女性家庭センター 
(兵庫県配偶者暴力相談支援センター) 

078-732-7700 
毎日 9：00～21：00 
緊急時は 24時間対応しています 

兵庫県警察本部 ストーカー･DV 相談 078-371-7830 毎日 24 時間 

神戸地方法務局女性の人権ホットライン 0570-070-810 
月～金曜日(祝日･年末年始を除く) 
8：00～16：00 

丹波篠山市男女共同参画センター情報紙 
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〒669-2397 兵庫県丹波篠山市北新町４１ 

丹波篠山市役所第２庁舎１階 

市民生活部人権推進課 
電話：079-552-6926 
FAX：079-554-2332 

 

 コロナ禍の中でも女性が生きることをあきらめないよう、女性が抱える生活上の悩みや就労に向

けたアドバイス、専門機関の紹介、必要に応じた医師等の専門家による相談を実施しています。 

                 TEL：０１２０-６２-３５８８ 

         火～土曜日 9：00～12：00 

         ※必要に応じ、対面相談も実施します 

         県内在住の女性県民 
対 象 者 

電 話 相 談 

 



【問い合わせ先】  

丹波篠山市市民生活部人権推進課  

電話番号：079-552-6926 FAX：079-554-2332 

E メール：jinken_div@city.sasayama.hyogo.jp 

 

 丹波篠山市では、四町合併後の平成 11(1999)年 4 月、政策部企画課に女性政策係が置

かれ、平成 13(2001)年度には、庁内に女性政策推進本部を設置(平成 18 年に男女共同参

画推進本部と改称)し、女性政策の振興に関する諸施策を推進しました。 

 平成 14(2002)年「第 1 次丹波篠山市男女共同参画プラン」を策定し、平成 17(2005)

年度に、地域活動への女性の参画と自治会内での女性の登用、

男女共同参画を進めるため、「男女共同参画推進員」の設置を各

自治会に依頼しました。 

 平成２４(2012)年に「第 2 次丹波篠山市男女共同参画プラ

ン」を策定し、各種審議会における女性委員の比率目標を 30％

としていましたが、令和 3 年には目標を上回る 40％を達成し

ました。しかしながら、令和２(2020)年に行った市民意識調査

の結果から、固定的な性別役割分担意識が依然として残っていることがわかりました。 

 今後さらに性別役割分担意識を払拭し、着実に男女共同参画社会を実現していくため、令

和 4(2022)年度から令和 13(2031)年度までの 10 ヶ年を計画期間として「第 3 次丹波篠

山市男女共同参画プラン」を策定しました。 

 第 3 次プランの基本理念は「だれもがお互いを尊重し合い、生き生きと輝きながら自分ら

しく生きるまち、丹波篠山」とし、次の４つの基本目標を掲げています。 

 基本目標１ 市全体で男女共同参画に取り組むまち 

  一人一人の人権が尊重され、性別による差別的な取扱いを受けることのないジェンダー

平等を実現し、それぞれの意思や価値観に基づき、だれもが個性と

能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指します。 

   推進項目１－１ 男女共同参画意識の浸透・定着 

   推進項目１－２ 総合的な推進体制の強化 

 基本目標２ あらゆる分野でだれもが活躍できるまち 

  すべての女性が自らの意志によって生き方を選択し、人生の各段階や、職場、家庭、地

域等において、その個性と能力を十分に発揮できるよう、社会全体の意識醸成を図るとと

もに、あらゆる場面における女性の参画拡大を進めます。 

   推進項目２－１ 意思決定過程への女性の参画拡大 

   推進項目２－２ 女性活躍の推進 

   推進項目２－３ ワーク・ライフ・バランスの推進 

   推進項目２－４ 男性の家庭・地域活動への参画促進 

   推進項目２－５ 働く場における男女共同参画の推進 

 基本目標３ 性別にかかわらずお互いに尊重し合えるまち 

  だれもがお互いを尊重し、思いやりの心を持ち、暴力のないよりよい社会づくりに向け、

啓発活動や学習の機会を提供します。また、配偶者等からの暴力を防止するための意識啓

発や、関係機関との連携を図りながら、被害者支援体制の充実を図り

ます。（丹波篠山市 DV 対策基本計画） 

   推進項目３－１ 相手を尊重し、思いやる心づくり 

   推進項目３－２ 多様な人々が安心して生活できる環境の整備 

   推進項目３－３ 女性への暴力に対する防止対策 

 基本目標４ だれもが住みやすく、安心して暮らせるまち 

  男性、女性それぞれの視点を活かし、地域の防災力の強化を図りま

す。また、生涯を通じた健康支援、あらゆる暴力に対する防止対策を

推進します。 

   推進項目４－１ 互いに支え合う地域づくり 

   推進項目４－２ あらゆる暴力に対する防止対策 

   推進項目４－３ 生涯にわたる健康対策 

 

 

  

 

令和 4（2022）年 4 月 1 日から成年年齢が 18 歳に引き下げられました。これにより、

18 歳、19 歳の人は、自分の意思で親や監護者の同意を得なくても、一人で様々な契約をす

ることができるようになり注意が必要です。例えば、携帯電話の購入、クレジットカードの

作成、自動車などの購入についても同意は必要ありません。また、

成年年齢が引き下げられたことにより、１８歳になると親の同意が

なくても一人で契約ができるようになるのを悪用して、「高収入」、

「アルバイト」などをうたい文句にし、巧妙にアダルトビデオの撮

影契約に誘い込むということがあります。18 歳・19 歳は「未成年

者取消権」が行使できず、解除することが難しくなります。契約内容をよく確かめて慎重に

行い、後悔することのないよう、よく考える必要があります。 
 
 
 
 

 新年度を迎え、入学や進学、就職等により若い人の生活環境は大きく変わります。 

SNS で知り合い、裸の写真を送ってしまった。はじめは優しい人だと思っていた相手から、

写真を拡散すると脅されたり、性的な被害を受けたりするということ

が起きています。望まない性的な行為は、どんな理由・相手であって

も性暴力です。性暴力は、年齢、性別にかかわらず起こります。身近

な人や恋人の間でも起こります。 

 性暴力の被害や手口にあわないように情報を共有し、社会全体で性

暴力をなくしていきましょう。 

「被害にあっているかも」と思ったら迷わずにご相談ください。 

 

 

 

 

 

※ 参照：内閣府男女共同参画局発行 月間総合情報誌「共同参画」 

若年層の性暴力被害の予防について 

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府） 📞＃８８９１ 

 性暴力に関する SNS 相談「Cure time」（内閣府）          🔍 

 性犯罪被害者相談電話（警察） 📞＃８１０３（２４時間受付しています） 

 女性の人権ホットライン（法務局・地方法務局） ☎０５７０-０７０-８１０ 

 日本司法支援センター（法テラス） ☎０１２０-０７９７１４ 

キュアタイム 


